
主  催：公益社団法人 日本医師会(日本医師会総合政策研究機構) 
後  援：公益社団法人 日本 WHO 協会 

国際母子手帳委員会 

⽇医総研 「⺟⼦健康⼿帳フォーラム」 
 

テーマ︓⺟⼦健康⼿帳のサブテキスト（LBH）の現状と展望 
〜だれひとり取り残さないリトルベビーハンドブック〜 

 

このフォーラムは、わが国の母子健康手帳の歴史的な経緯を振り返るとともに、リトルベビーハンドブック 

（LBH）の取り組みの現状と展望について､理解を深めることを目的として開催いたします 
 

日 程： 令和５年 10 月 26 日（木）13  時から 15 時 30 分 
受講形式 ： オンライン配信（Zoom ライブ配信） 
費 用： 無 料 

 
 
 
 

1 開 会 （13：00） 

総合司会：濵口 欣也 

（日本医師会 常任理事） 
 

2 主催者挨拶（13：05～13：10）  

松本 吉郎 

（日本医師会 会長／日医総研 所長） 

 
 
 
 
お申し込み：10 月 23 日正午まで 
下記 URL または QR コードから、  
ご登録ください。 

 

https://business.form-

mailer.jp/lp/8bcd0789213996 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

お問合せ：                            

日本医師会総合政策研究機構 

（フォーラム事務局） 

boshi2023＠jmari.med.or.jp 

※10 月 25 日（水）16 時まで受付 

3 講 演 
（1）基調講演（13：10～14：00） 

座長：原 祐一（日医総研 副所長） 

“歴史に学び未来世代に贈る母子健康手帳” 
講師：中村 安秀 

(公益財団法人 日本 WHO 協会理事長・大阪大学名誉教授) 

-【休憩】10 分- 

（2）講演・討論（14：10～15：25） 

座長：澤 倫太郎（日医総研 主席研究員） 

“リトルベビーハンドブック（LBH）の取り組み  
の現状と展望” 

 

● 講演(各 20 分)  
講演Ⅰ：支援者の立場から～「母子手帳と一緒に使う     
リトルベビーハンドブックの役割」 

板東  あけみ（国際母子手帳委員会  事務局長） 

講演Ⅱ：NICU の医師の立場から 
吉田  忍 

（近江八幡市立総合医療センター  小児科主任部長） 

講演Ⅲ：行政の立場から 
田村  翔   （鳥取県 子ども家庭部 家庭支援課 係長）  
城市 祐理 （鳥取県 子ども家庭部 家庭支援課 保健師） 

● 演者による討論（15 分） 

4  総括（15：25） 

濵口 欣也（日本医師会 常任理事） 

5  閉会の挨拶 同上 


